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大
会
に
は
、
執
行
部
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
傍
聴
者
、
来
賓
な

ど
合
わ
せ
て
２
５
０
名
が
出
席
、

議
長
団
に
岩
口
代
議
員
（
長
崎
）

と
濱
田
代
議
員
（
熊
本
）
を
選
出

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

執
行
部
を
代
表
し
て
德
田
委
員

長
は
「
20
年
前
の
１
９
９
３
年
に

新
生
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
を
結
成
し
、

職
場
の
融
和
と
団
結
を
強
め
、
働

き
が
い
の
あ
る
Ｊ
Ｒ
を
創
造
す
る

た
め
、
真
に
民
主
的
な
労
働
組
合

と
健
全
な
労
使
関
係
を
目
指
し
、

今
日
ま
で
運
動
を
展
開
し
て
き

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社

の
税
制
特
例
措
置
を
は
じ
め
と
す

る
経
営
支
援
策
問
題
な
ど
、
政
治

的
政
策
課
題
の
解
決
を
図
り
、
Ｊ

Ｒ
九
州
を
代
表
す
る
責
任
組
合
と

し
て
、
確
固
た
る
地
位
を
築
き
な

が
ら
、
20
年
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
こ
れ
ま

で
の
20
年
の
運
動
の
成
果
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
安
全
問
題
や

組
織
問
題
な
ど
５
点
に
わ
た
り
所

信
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
27
名
の
代
議
員
か

ら
、
効
率
化
施
策
問
題
や
高
年
齢

者
の
労
働
条
件
改
善
、
こ
れ
か
ら

の
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
を
担
っ

て
い
く
役
員
・
活
動
家
の
育
成
な

ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執

行
部
の
答
弁
、
許
斐
書
記
長
の
集

約
答
弁
を
経
て
、
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 

 

役
員
改
選
で
は
、
長
き
に
わ
た

り
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
を
牽
引

し
て
き
た
德
田
委
員
長
と
福
田
副

委
員
長
な
ど
、
８
名
の
役
員
が
退

任
、
許
斐
元
文
書
記
長
を
新
委
員

長
と
す
る
新
執
行
部
を
選
出
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
安
全
確
立
や
組

織
強
化
・
拡
大
、
政
治
的
政
策
課

題
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
大
会
宣
言
を
採

択
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く

「
飛
躍
・
信
頼
・
創
造
」
の
新
し
い

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
積
極
果
敢
に

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
誓
い
あ

い
、
結
成
20
周
年
に
相
応
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
本
定
期
大
会
の
詳
し
い

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
部

発
行
の
「
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
10
、
11
日
の
２
日
間
、
長
崎
県
佐
世
保
市
で
第
22
回
定
期
大
会
を
開
き
、
安

全
の
確
立
に
む
け
た
取
り
組
み
や
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
将
来
の
Ｊ
Ｒ
九
州
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な

政
策
課
題
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る
２
０
１
３
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
、
長
き
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
を
牽
引
し
て
き
た
德
田
委
員
長
（
鹿
児
島
）
と
福
田
副

委
員
長
（
福
岡
）
な
ど
８
人
が
退
任
。
許
斐
元
文
委
員
長
（
福
岡
）
を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部
を
選

出
し
「
飛
躍
・
信
頼
・
創
造
」
の
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、
積
極
果
敢

に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

 

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
は
21
日
投
開
票
さ
れ
、

民
主
党
は
国
民
か
ら
厳
し
い

審
判
を
受
け
、
改
選
議
席
を

大
き
く
下
回
る
17
議
席
に
と

ど
ま
り
、
結
党
以
来
最
低
の
議
席
数

と
な
っ
た
。
投
票
率
も
過
去
最
低
だ
っ

た
１
９
９
５
年
の
参
院
選
は
上
回
っ
た

も
の
の
、
戦
後
４
番
目
に
低
い
54
％

と
な
る
な
ど
、
有
権
者
の
足
は
投
票

所
に
む
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

▼
し
か
し
、
ね
じ
れ
が
解
消
し
た
と

は
い
え
、
有
権
者
は
改
憲
勢
力
と
さ

れ
る
自
民
、
み
ん
な
、
日
本
維
新
の

各
党
に
、
非
改
選
を
合
わ
せ
て
３
分

の
２
の
議
席
を
与
え
な
か
っ
た
。
自
民

党
が
目
指
す
憲
法
９
条
改
正
に
よ
る

国
防
軍
創
設
や
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
な
ど
、
機
が
熟
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
政

権
が
暴
走
し
そ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、
当
面
、
連
立
を
組
む
公
明
党
に

歯
止
め
役
を
期
待
す
る
し
か
な
い
。

▼
大
敗
北
を
喫
し
た
民
主
党
。
も
う

一
度
、
生
活
者
、
納
税
者
、
消
費
者

の
立
場
に
立
つ
と
い
う
結
党
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
党
の
再
生
に
全
力
を

尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間

が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
や
り
ぬ
く
責

任
が
今
の
民
主
党
に
求
め
ら
れ
る
。 

ノ ー サ イ ド 

 

福
岡
地
方
本
部
が
発
行
し
て
い

る
機
関
紙
「
ト
ラ
イ
」
が
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
の
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
２
年
連
続
と
な

る
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
７
月
10

日
、
11

日
に
行
わ
れ
た
、
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
第
22

回
定
期
大
会
の

中
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
は
機
関

紙
作
成
意
欲
の
高
揚
と
、
成
果

発
表
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
各

地
方
本
部
、
分
会
か
ら
６
作
品

９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

福
岡
地
本
で
は
、
本
部
の
方

針
に
基
づ
き
、
地
本
機
関
紙
の

月
１
回
の
定
例
発
行
を
行
い
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
親
し
み
や
す
さ
な

ど
で
高
い
評
価
を
受
け
、
今
回

の
受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。 

 
 

組
合
員
に
親
し
ま
れ
る 

 
 
 

新
聞
づ
く
り
を
目
指
す 

  

福
岡
地
本
で
は
、
今
回
の
受
賞

を
機
に
、
さ
ら
に
見
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

紙
面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

福
岡
地
本 

教
育
・
宣
伝
部
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

２年連続の最優秀を受賞した、福岡地本発行の

「情報ＦＵＫＵＯＫＡトライ」  

 
★日 時 2013年８月３日（土） 10：30開会 
 
★場 所 「福岡朝日ビル」（最寄駅：博多駅） 
 
★議 題 ・一般活動経過報告 

     ・2012年度決算報告 

     ・2013年度運動方針（案）ほか 

役 職 氏 名 
年 

齢 
所属地本 所属分会 専/非 

執 行 委 員 長 許斐 元文 54 福 岡 営業 専  

執行副委員長 上野  真 57 鹿児島 宮崎乗務 専  

執行副委員長 芦原 秀己 50 大 分 大分駅連合 専  

書 記 長 中原 博徳 51 熊 本 
熊本工務セ

ンター 
専  

執 行 委 員 木村 智隆 48 福 岡 本場 専  

執 行 委 員 北村 公次 38 長 崎 長崎支社 専  

執 行 委 員 大久保 浩 38 福 岡 運行管理 非 

執 行 委 員 住吉 一家 33 福 岡 施設電気 非 

執 行 委 員 原川 朋大 32 福 岡 運輸 非 

執 行 委 員 本多 洋一 33 熊 本 熊本駅連合 非 

執 行 委 員 鎗光 俊勝 30 福 岡 運行管理 非 

執 行 委 員 中村  芽 30 福 岡 営業 非 

会 計 監 査 員 白石 勝之 55 福 岡 鳥栖連合 非 

会 計 監 査 員 高木  宏 50 福 岡 運輸 非 

会 計 監 査 員 北村 幸一 35 福 岡 総経 非 

ＪＲ九州労組中央本部 2013年度役員名簿 

※太字は福岡地本選出。専は専従、非は非専従 

 福岡地方本部は、７月17日の第12回執行委員会のなか

で、第20回定期大会以降、検討してきた組織機構の見直

しについて、９月21日（土）に博多、北九州、小倉工

場、筑豊、本社、佐賀の６支部を同時に結成することを

確認しました。これは、次代を担う役員を育成していく

うえで、分会が主体となった活動を行い、人材育成と組

織の活性化を目的に行うもので、これまで地本→地協→

分会の組織体制であったものを地本→支部（分会主体）

→分会とし、分会が主人公と言える組織体制を築いてい

くものです。これにより、２００５年に結成された北地

域協議会、南地域協議会は廃止され、８年の歴史に幕を

下ろすことになりました。 

 地域協議会の解散と、新たな支部結成レセプションは

下記の日程で行います。支部結成後も、組織が一丸と

なって課題の解決にむけて取り組んでいきましょう。 

 

  ○日 時： 2013年９月21日（土）16：00より 

  ○場 所： ステーションホテル小倉 


